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無耕起被覆処理が畑土壌の理化学性並びに動物相に及ぼす影響
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1 は じ め に

前報で無耕起・化成肥料無施用条件のスイートコーン収

量が,有機物 (大豆あるいは麦茎葉)の被覆で,耕起・化

成肥料・無被覆条件と同等かそれ以上になること,主要な

土壌動物の生息密度が耕起・化成肥料・無被覆条件に比べ
,

無耕起・有機物被覆条件で高いことなど1)を
報告した。本

報告では,その翌年 (1993年)の冷夏に,同一耕種条件で

スイートコーンを栽培した跡地土壌の有機態窒素,三相分

布及び中型 。大型土壌動物類の組成を記す。なお,作物収

量と作物体成分については,既に発表した'法

2試 験 方 法

供試作物は,春作にはスイートコーンを,夏作にはキャ

ベツを栽培した。施肥は春耕種時に化成肥料 (N444)を

用い.三要素とも0 2kg/10“ 施用 した。有機物は素材 ご

と化成肥料のN%と 同量計算し施用した。播種は5月 20日

で,収量調査を8月 23日 に行い,土壌採取は8月 25日 で
,

化学性と生物性について分析した。夏作施肥は春と同様施

用した。キヤベツは9月 7日 に移植し,生育調査は10月 2

日に行った。土壌採取は1994年 3月 10日 に行い,物理性を

分析した。供試土壌は,褐色森林土,灰色低地土及び黒ボ

ク土で,詳細な栽培管理条件は前報
1)に記した。跡地土壌

の有機態窒素の測定は,表面から深さ 5 cIの 土壌 (含被覆

物,採取時にはとんど消失していた)を採取 し,風乾 した

試料を,ま た二相分布と容積重は,深さ15mま で 5m間隔

で土壌を採取 じ常法にて測定 した。土壌動物は,作物収穫

後の根域から,中型類は表面積 4 cll× 5 cm,深 さ 5 cnの 土

壌を採取し,直ちに湿性群はオ・ コーナー法,乾性群はツ

ルグレン法で動物を抽出した。大型類は表面積25col× 25cn,

深さ15cIの土壌を採取し,ハ ンドツーテング法で動物を採

集した。

3 試験結果及び考察

(1)スイートコーン栽培雌 の機 素含量 (表 1)

有機態窒素合計量は,3土壌型とも無耕起 。大豆茎葉被

覆区>無耕起・麦茎葉被覆区>耕起・稲藁堆肥区>耕起・

化成肥料区の順であった。有機態窒素量に占める各画分の

割合は,褐色森林土と灰色低地土では,耕起・化成肥料区

(表層 0～ 5 cal,乾■10g中略)

土壌型 試 験 区
酸 可 溶

固定態 合計
留出性 非留出督

森
林
土

褐
色

耕起・化成肥料

耕起・稲藁堆肥

無耕起・大豆茎葉被覆

無耕起・麦茎葉被覆

2 7     5 8

42   13 1

68  229
3 8   128

34
45
93
49

12 0

210

389
216

灰
色 低

地
上

耕起・化成肥料

耕起・稲藁堆肥

無耕起。大豆茎葉被覆

無耕起・ 麦茎葉被覆

3 4     4 7

3 5   108

85   263

64   204

07
19
35
22

87
16 1

382

290

黒
ボ
ク
土

腐
植
質

耕起・ 化成月酬

耕起・稲藁堆肥

無耕起 ,大豆茎葉被覆

無耕起・麦茎葉被覆

82   314

83   438

119  479
11 2   377

125

148

23 1

185

52 1

538

829

67 4

に比べ,他 3区の酸可溶非留出性 (ア ミノ酸可溶ヒューミ

ン態窒素が主体)が大きく,酸可溶留出性 (ア ンモニア態

とアミノ糖態窒素が主体)が小さかった。他方.黒ボク土

では,耕起・化成肥料区と他 3区の各画分の害1合 は似てい

オこ。

表 1 スイートコーン栽培跡地土壌の有機態窒素含量

2)後作キャベツ栽培跡地土壌の Ifl分布と容積重 (表 2)

3層 (各 5 cn,深 さ15cn)の固相率は,耕起・化成肥料

区に比べ,3土壌型のうち灰色低地上と黒ボク上では他 3

区とも2-8%減少し,液相率は無耕起・大豆茎葉被覆区

と無耕起・麦茎葉被覆区の深さ10-15cl層で22-40%増

加 した。容積重は耕起・化成肥料区に比べ,褐色森林土を

除く2土壌の 3区で低 く,固相率の減少と同様であった。

3)ス イートコーン栽培跡地土壌動物の組成と生息密度

(表 3)

大型類で多くを占めたミミズ類は,ヒ トツモンミミズな

どフトミミズ属 4種 と,サ クラミミズの 5種力採取された。

中型類の湿性群はヒメミミズ類,乾性群はトビムシ.サ サ

ラダニと他ダニ類が多くを占めた。ササラダニ類は,サ カ

モリコイタダニなど計16種採取され,無耕起被覆区での種

類数が多かった。作物収量と動物密度との関連のうち,ス

イートコーンは,麦茎葉被覆区が 3土壌型とも収量と動物

密度が高かったが,後作のキャベツでは,収量の高い区が
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表2 キャベツ栽培跡地土壌の二相分布と容積重      表 3 大型・中型土壌動物の組成と密度

携

型
試験区 溝ふ

三相分布(%) 実容積

(`1獅0固相 気相 液相

渇

色

森

林

土

耕起・ 化成肥料  0-5
5-10

10-15

35 1  31 7  332

384  21 2  404

386  160  455

1343

788

840

耕起・稲藁堆肥  0-5
5-10

10-15

397  21 7  386

378  190  432

359  239  402

1354

152 7

154 1

無耕起・     0-5
大豆茎葉被覆 5-10

10-15

438  21 7  345

366  258  376

398  21 3  389

1106

1449

1448

無耕起・     0-5
麦茎葉被覆 5-10

10-15

519  160  32 1

379  262  359

306  265  429

945

1336

1379

灰

色

低

地

土

耕起・ 化成肥料  0-5
5-10

10-15

397  21 7  386

455   78  467

458   42  500

135 4

1456

1509

耕起・ 稲藁堆肥  0-5
5-10

10-15

474  153  373

507   33  460

479   20  50 1

1134

132 5

1517

無耕起・     0-5
大豆茎葉被覆 5-10

10-15

629  158  21 3

487   58  455

489   5 1  460

524

1326

134 6

無耕起・     0-5
麦茎葉被覆 5-10

10-15

505  120  375

474   82  444

463   76  461

1038

1328

1379

腐

植

質

黒

ボ

ク
土

耕起・ 化成肥料  0-5
5-10

10-15

51 6  207  277

528  206  266

61 4   73  31 3

726

69 1

740

耕起・ 稲藁堆肥  0-5
5-10

10-15

565  193  24 1

579  17 1  250

601  140  259

63 5

65 1

639

無耕起・     0-5
大豆茎葉被覆 5-10

10-15

528  262  210

519  22 8  25 3

503  250  247

509

709

668

無耕起・     0-5
麦茎葉被覆 5-10

10-15

528  283  189

509  260  23 1

502  260  238

499

605

644

耕起・被覆 耕起・無被覆 無耕起・被覆

肥料形態 化成肥料  稲藁堆肥 大豆茎葉被覆 麦茎葉被覆

土 壌 型* 陽色灰色黒ボ褐色灰色黒ポ 黒ボ褐色灰色黒ボ

大型類

ミミズ

アプCD
ムカデ

他

3

1

1   6

1   2

1

3 7 13 614

1622 4144912
9          2      91

1   1  11  13   2  16

7  15  16  32  20  62

中型類

湿性群

ヒメミミズ

乾性群

ダニ

ササラダニ

トビムン

他

7   1   4  12   4   (

8   1  11  18  17  4(

15      13  40  14  2(

1       14  44  20  2(

12   2  12   2   4   `

13 25 22 79 57327

73  25  20  60  31  56

61  54  56 198  75  87

62 25 9890 47η 7

1 2 3382720
大型類数

中型類数

ササラダニ種;

ミミズ種数

ヒメミミズロ1

収量(生ノ褥

スイートコーン

キャベツ

51055847657461649`

1673161010“ 829302%」

570606544596631590

699 1lm 1658 1427 561 10m

(組成は全数の10%以上のみ ;密度は大型が50

clX 100m中 ,中型が200“中)

注 土壌型 :褐色 1褐色森林土,灰色 :灰色低地土,黒 ボ:腐植質黒
ぶク土

理的性質の改変はもとより有機物の分解を促進し,土壌窒

素量を増加する。と言われる。今回,ヒ メミミズ,サ サラ

ダニやミミズ類などが大豆や麦茎葉被覆区で多かったこと

は,施用有機物の分解や土壌の理化学性の改変に寄与 した

ことを示唆している。
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必ずしも動物密度が高くなく,土壌の種類で関連が異なっ

ていた。

以上のように,無耕起で土壌表層を大豆や麦茎葉により

被覆すると,上壌型の種類にかかわらず,耕起・ 化成肥料

区に比べ,土壌有機態窒素量や土壌動物の密度が高かった。

特に,その傾向は,上壌表層で顕著であった。明 らかにで

きなかったが,土壌有機態窒素の無機化の程度は作物の栽

培で早まることの,土壌動物のうちミミズ類は,土壌の物
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